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＜連絡事項＞

· 明日12/12（火）17:30～メンタルケア病棟3階会議室にて第5回院内研修「褥創対策について」が開催されます。勤務者以外の方は、参加するようにして下さい。また、事前に出欠簿へ各自勤務を確認し、忘れずに記入をお願いします。入力先はWiz教育委員会フォルダ→H18教育委員会→H18院内研修→第5回院内研修出欠簿→「出欠簿はこちらです」になります。

· 本日より患者様定期採血が始まっています。事故の無いよう、各自マニュアルに沿って採血を行って下さい。確認（患者様の氏名、検査項目とスピッツは合っているか等）も怠らないようにして下さい。
· 年内最終営業についてお知らせが来ています。クリスマス会を行う為、12/25（月）は売店と床屋は休み。その為、床屋は12/18（月）が最終営業日となり、売店は12/29（金）が最終営業日となります。
＜皮膚科診察＞

· 小野寺　文明様～皮膚状態の改善見られず、タベジール臨時にて継続処方となっていま
　　　　　　　　す。

· 奥寺　徹様～皮膚状態の改善見られず、タベジール臨時にて継続処方となっています。

· 高間木　八男様～皮膚状態の改善見られず、タベジール臨時にて処方となっています。

· 松谷　さと子様～両足（白癬）皮膚状態改善した事から処置（ケルガークリーム1回/1
　　　　　　　　日）は止めとなります。

· 川村　和則様～右腹部（接触性皮膚炎）皮膚状態改善した事から処置（デルモゾールG
　　　　　　　軟膏1回/日）は止めとなります。

＜患者様連絡事項＞

· 藤田　金弘様～12/9（土）体温37℃代の発熱見られ、咽頭痛の訴え聞かれていた事から、
　　　　　　　本日、内科診察行っています。昨日、本日と発熱は見られず、不調の訴え
　　　　　　　も聞かれていませんが、再び発熱が見られる可能性があり、本日昼より総
　　　　　　　合感冒薬（PL顆粒3P）が3日間臨時処方となります。

· 鳴瀬　裕之様～昨日12/10（日）より本日明け方にかけて体温39℃～37℃代の発熱、鼻汁
　　　　　　　等の感冒症状見られ、下痢もしている事から、本日、内科診察行っていま
　　　　　　　す。本日も悪寒の訴えが聞かれ、下痢も続いている為、本日昼より総合感
　　　　　　　冒薬（PL顆粒3P）が3日間臨時処方となっています。また、下痢が続い
　　　　　　　ている為、本日の下剤（シンラック液、センナリド）は服用中止。生水、
　　　　　　　冷たい飲料水（ジュース類）も控えるようにとの事です。本人へは内科医
　　　　　　　より説明し、同意を得ています。本日分の就床前薬下剤（センナリド2T）
　　　　　　　は与薬カートより外し、薬局へ降ろしています。

· 小野寺　文明様～今朝、体温38.1℃の発熱あり、頭痛、倦怠感の訴えが聞かれている事か
　　　　　　　　ら、本日、内科診察行っています。診察時も体温38.6℃の発熱あり、頭
　　　　　　　　痛と倦怠感を訴えています。嘔気、嘔吐は無く、下痢もしていないとの
　　　　　　　　事。頭痛を訴えている事から、本日昼より解熱鎮痛消炎剤（ヨウフェナ　
　　　　　　　　ック3T）が3日間臨時処方となっています。クーリングと水分補給を行
　　　　　　　　い、安静臥床にて様子観察するようにとの指示があります。また、午後　
　　　　　　　　も体温38度代の発熱が続くようであれば、他Drより指示を受けるよう
　　　　　　　　にとの事です。

· 坂本　良雄様～昨日12/10（日）明け方、コーヒー残渣様の嘔吐、黒色水様便（食物未消化
　　　　　　　物混入）の便が見られており、体温37℃代の発熱も続き、顔色不良も見ら
　　　　　　　れている事から日直医千葉良Drへ報告。診察にて絶飲食、内服中止の指示。
　　　　　　　点滴療法が開始となっていました。その後、体温37℃代の発熱は続いてい
　　　　　　　るものの、嘔気、嘔吐無く、顔色も徐々に回復してきている事から安静臥
　　　　　　　床にて様子観察。本日、内科診察行なっています。嘔気、嘔吐は無いとの
　　　　　　　事ですが、下痢は続いているとの事。内科医が腹部触診行い、右下腹部の
　　　　　　　圧痛を訴えています。圧痛のある場所的に虫垂炎とも考えられるが、本人
　　　　　　　は以前に虫垂炎に罹った事があると話しており、腹壁もソフトで腹満も無
　　　　　　　い事から、本日も絶飲食にて様子観察との指示です。本日より抗生剤（フ
　　　　　　　ルマリン1A）追加し点滴療法を明日まで継続。フルマリンテスト施行し、
　　　　　　　テスト結果は陰性であり、本日分の点滴開始しています。食事、内服再開
　　　　　　　については明日、主治医の診察で指示を受けるようにとの事です。

· 病棟全体で風邪が流行っています。また、今年はノロウイルスによる感染症も流行しています。感染対策管理委員会よりそれらについての資料が配布されていますので、各自、必ず確認し、感染予防への周知、徹底をして下さい。風邪対策と併せて、より一層の嗽、手洗いに努めて下さい。

＜新入院・隔離室入室患者様検討＞

· 野沢　英貴様～現在、終日隔離中です。以前に比べ、落ち着きは見られてきていますが
　　　　　　　入室中のドア叩き、窓開け等の行為、独語、表情のにやつきは続いて見
　　　　　　　られています。夜間は中途覚醒、早朝覚醒が見られているものの睡眠状
　　　　　　　態は改善してきています。身体管理（バイタルサイン、食事摂取状況等）　
　　　　　　　排泄の有無等）を引き続き行うと共に、減薬（現在は就床前薬のみ服用）
　　　　　　　による精神症状（表情や口調、発言内容、行動等）の変化も考えられます。
　　　　　　　また、衝動行為や自傷行為の可能性はまだある為、身体症状と共に観察を
　　　　　　　密に行い、観察した事は記録に詳細に残して下さい。また、主治医や他ス
　　　　　　　タッフとの情報交換を密に行い、患者様の安全管理をしっかりと行うと共
 　　　　　　　に、隔離室使用によるストレスの緩和を図っていきましょう。

· 曽我　正子様～現在、終日隔離中です。多弁、多動さは徐々に見られなくなっています
　　　　　　　が、落ち着きの無さは続いており、言動、行動のまとまりの無さも見ら
　　　　　　　れています。夜間は中途覚醒あるものの睡眠状態は改善してきており、
　　　　　　　ここ数日は良眠にて経過しています。以前、寝具破損行為があり、主治
　　　　　　　医川端Drより、夜間就床時のみ寝具搬入するようにとの指示でしたが、
　　　　　　　ここ数日、寝具破損行為は見られていない事から、本日より寝具搬入は
　　　　　　　許可となっています。以前、イレウスの既往があり、精神病薬は現在量
　　　　　　　よりも増薬する事は出来ない（再びイレウスとなる可能性が高い）為、
　　　　　　　隔離入室にて経過を観察していく事となります。身体管理、特に腹部状
　　　　　　　態の観察を密に行い、各勤務帯での排便の有無（回数や便の性状も）は
　　　　　　　きちんと記録に残していき、腹部状態もきちんと触って、聞いて確認す
　　　　　　　るようにして下さい。少しでもおかしいと思ったら、すぐに主治医へ情
　　　　　　　報提供し、指示を受けて下さい。身体症状と共に精神症状（独語、放歌
　　　　　　　の有無、言動、行動、スタッフ対応時の反応等）の観察を密に行い、観
　　　　　　　察した事は詳細に記録に残して下さい。また、主治医や他スタッフとの 　
　　　　　　　情報交換を密に行い、隔離室使用によるストレスの緩和を図っていきま
　　　　　　　しょう。

· 福澤　智也様～33歳。アルコール依存症、アルコール性肝障害、任意入院の方です。
　　　　　　　主治医は田名部Dr。初飲は中学生（15歳）の時。18歳で就労（クロス
　　　　　　　屋自営）した頃より飲酒量増加し習慣大量飲酒へとなっています。1日
　　　　　　　にウィスキーボトル1本＋ビールジョッキ7,8杯程を飲酒していたとの
　　　　　　　事。24歳時結婚後は飲酒量減少するものの、徐々に手指振戦等が出現
　　　　　　　し、連続飲酒による発作も見られていたとの事。今年3月には、飲酒に
　　　　　　　より仕事が出来なくなり廃業。4月には離脱痙攣、6月には脱水、意識
　　　　　　　障害で救急搬送される事もあったとの事。今年7月14日、神奈川県せ
　　　　　　　りがや病院受診し、3ヶ月間のアルコール依存症治療プログラム施行予
　　　　　　　定でしたが、1ヶ月目にて本人の退院希望あり退院。その後、十和田市
　　　　　　　の実家へ戻られ、当院へ12月7日初診。本日、御家族と共に受信。飲
　　　　　　　酒は昨日まで焼酎1ℓ/日のペースで続けていたとの情報あり。田名部
　　　　　　　Drより当院でのアルコール依存症治療プログラムについて説明。3ヶ月
 　　　　　　間の入院期間となる事、外出泊も当分は制限となる事についても話した
 　　　　　　上で、本人の断酒意志について再度確認。本人より治療意志認められ、　
　　　　　　御家族共に当院での入院治療を希望。病棟環境等、了承された事から、本
 　　　　　　日、東Dユニット20号室へ任意入院となっています。本日より3日間の
 　　　　　　点滴療法を行い、3ヶ月間のアルコール依存症治療プログラムを導入し、
 　　　　　　断酒意志の確立を図っていく予定です。現在は離脱症状（手指振戦、痙
 　　　　　　攣、意識障害等）の発現に注意して下さい。

＜川端Drケースカンファレンス＞

· 阿部　文香様～病棟で過ごす際には興奮は見られないものの、やはり母親と2人になる
　　　　　　　と興奮してしまう事あり。今後、母親と2人で過ごす時間を増やしてい
　　　　　　　く方向とし、母親の作業療法同伴を考えている。初めの2～3週間は東
　　　　　　　病棟ホールにて母親同伴にて作業を行って頂く。作業内容については、
　　　　　　　作業スタッフと相談し決定する。母親は週に4、5日は病院に来る事が
 　　　　　　　出来るとの事。早い内に開始したい為、時間等を作業スタッフと病棟
　　　　　　　とで相談し決定して下さい。

· 松谷　さと子様～本日、保護者である野澤　操様（姉）と松谷　清志様（兄）と主治医
とで退院について面談を行なっています。以前から御家族より退院さ
せたいとの希望あり、現在の病状は安定しており、前回12/5（火）外泊訓練を行い、特に問題は見られなかった事から、御家族と主治医とで話し合い、12/18（月）AM10:00退院が決定しています。初外来日は12/26（火）。また、その前に銀行より現金を引き落とさなければならないとの事で12/15（金）兄同伴で外出予定となっています。
　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　













